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広島県三原市

令和6年1月

都市防災事業計画

三原市船木地区における災害に強いまちづくり（防災・安全）　第２期



（様式１）整備方針等

整備方針等

【防災まちづくりの現状及び課題】

【整備方針】

　 三原市は、瀬戸内海のほぼ中央に位置し、古来から近畿と九州を結び四国と連絡する海上交通の要衝として発展するとともに、旧山陽道沿いの宿場として繁栄す
るなど山陽道の要地としての役割を担ってきた。2005（平成17）年3月22日に三原市、本郷町、久井町、大和町が合併し、人口は88,206人（令和5年11月30日現在）、

市域面積は約471km2である。
　三原市は平成30年7月豪雨において、土石流が発生し、沼田川流域では沼田川及び支川が越水氾濫や内水氾濫により浸水被害が発生した。三原市全体では、
死者21名、浸水被害が1,561棟、土砂災害304棟など大きな被害が発生した。
　現在、第１期計画で船木防災公園を整備したところであるが、幹線道路への避難ルートがひとつしかないなど、災害時の避難活動、消防活動などで支障となる地域
がある。これらの状況に対応するため、沼田川沿いの特に大きな被害のあった地域からの避難路の整備が急務となる。

  本市では、「三原市地域防災計画」、「三原市復興まちづくり計画」により地域住民が避難場所等に迅速かつ安全に避難できるよう避難路の計画的な整備を推進す
ることを定めている。
　本計画では、市として再び浸水が発生しても住民が安全に避難できるための避難路の整備を行い、災害に強いまちへの復興を推進する。
　船木地区の新たな一時避難場所については、第1期計画で船木防災公園を整備したところである。続いて、避難場所への安全な避難路を整備する。



（様式２）計画事業一覧

都市防災事業計画 市町村名 計画期間

TEL

FAX

e-mail

【都市防災総合推進事業】

開始年度 終了年度 （参考）事業費 （参考）国費

計画事業一覧

広島県 三原市 令和6年度    ～    令和9年度

建設部 （正）黒岡　祐司 0848-67-6101

土木建設課 （副）原田　豊光 0848-64-6057

建設係 dobokukensetsu@city.mihara.hiroshima.jp

注）　補助事業費について百万円単位。

注）　該当のないメニューについては行を削除する等して、なるべく一枚に収まるよう作成してください。

注）　複合施設整備については、設計完了前に補助対象範囲を協議すること。

担当部局名 担当者 連絡先

事業区分
事業
主体

事業地区名
地区面積

（ha）

都市防災総合推進事業
における事業期間 国費率

交付対象事業費（予定）額

被災地における復興まちづくり
総合支援事業

三原市 船木地区 6.5ha R6 R8 1/2 140.0 70.0

合計 140.0 70.0



（様式３）関連事業［都市防災上の課題解決に関連する事業］

開始年度 終了年度

事業期間

注）　総事業費について百万円単位。

注）　地域防災計画、地震対策緊急事業五箇年計画等を参照し、関連部局と調整の上作成。

事業区分 事業主体 事業地区名 事業規模（面積、延長、幅員等）
総事業費

（国費ベース） 事業実施状況
重点密集
市街地の

有無

その他
（効果促進事業）

三原市 船木地区 避難路誘導看板設置
3

（1.5）
R9 R9

避難路整備後に避難誘導の円滑化を図
る。

✕

道路改良事業 広島県 船木地区 県道瀬野川福富本郷線 3,500 H27 R7 順次実施されている（15％実施）。 ✕



（様式４）年度別事業計画１【参考】

令和5年度
以前

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10年度

以降
計

10.0 40.0 20.0 70.0 

10.0 40.0 20.0 70.0 

［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【百万円単位】

交付対象事業費（予定）額　［国費ベース］
事業区分 事業主体 事業地区名 整備内容

重点密集
市街地

国費率

復興のための公共施
設等整備

三原市 船木地区
避難路
L=350m　W=4.0m

無 1/2

合計

被災地に
おける
復興

まちづくり
総合支援

事業



（様式４）年度別事業計画１【参考】

令和5年度
以前

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度
令和10年度

以降
計

20.0 80.0 40.0 140.0 

20.0 80.0 40.0 140.0 

［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【百万円単位】

交付対象事業費（予定）額　［事業費ベース］
事業区分 事業主体 事業地区名 整備内容

重点密集
市街地

国費率

復興のための公共施
設等整備

三原市 船木地区
避難路
L=350m　W=4.0m

無 1/2

合計

被災地に
おける
復興

まちづくり
総合支援

事業



（様式５）年度別事業計画【参考】

○補助額の内訳 ［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【百万円単位】

事業地区名 整備内容 整備の内訳 国費率
令和5年度

以前
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

令和10年度
以降

計

避難路（用地費以外） 10.0 35.0 20.0 65.0 

L=350m　W=4.0m

避難路（用地費） 5.0 5.0 

L=350m　W=4.0m

10.0 40.0 20.0 70.0 

○用地取得面積 ［上段：当初（変更前）、下段：変更後］【m2単位】

事業地区名 整備内容 整備の内訳 国費率
令和5年度

以前
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

令和10年度
以降

計

避難路（用地取得） 500.00 500.0 

船木地区 地区公共施設 1/2

船木地区 地区公共施設 1/2

合計

船木地区 地区公共施設 1/2



（様式６）　現況図　等

地区名 広島県三原市 面積 6.5ha 区域 船木地区

避難路整備箇所と船木防災公園の位置関係

第１期計画

船木防災公園

（新規一時避難場所）

避難路整備



（様式６）　現況図　等

地区名 広島県三原市 面積 6.5ha 区域 船木地区

都市防災推進事業要望箇所

参考

舗装修繕工事　※三原市施工予定

避難路整備

　L=350m　W=4.0m

参考

道路改良事業　※広島県施工中

県道瀬野川福富本郷線

参考

改良済み区間

【事業概要】
避難路整備：L=350m　W=4.0m

本区域は県道瀬野川福富本郷線に抜けるルートがひとつしかない

袋小路の地域であり、沼田川に隣接する浸水区域にあることから、

避難活動等に支障をきたす恐れがある。

このため、周辺の地形や用地等を考慮した上で別ルートによる県

道への接続箇所を増やすことで、迅速な避難活動等に寄与するこ

とができる。

県道瀬野川福富本郷線

避難路整備



（様式６）　現況図　等

地区名 広島県三原市 面積 6.5ha 区域 船木地区

浸水想定区域

航空写真

瀬
野
川
福
富
本
郷
線
（
整
備
中
）



（様式６）　現況図　等

地区名 広島県三原市 面積 6.5ha 区域 船木地区

①

平成30年被災状況

③

②

④

①市道崩壊 ②護岸・市道崩壊

③護岸・県道崩壊

④橋梁崩壊

　　　　：　家屋

　　　　：　集会所


